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自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。
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木佐貫町政3期目始動

８
０
０
人
の
思
い
が
共
鳴
し
た

平
成
最
後
の
体
育
大
会
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毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
三
股
町
文
化
協
会
・
芸
能
発
表
会

は
、
今
年
で
第
32
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
回
は
町
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
、
特
別
に
町
内
の

郷
土
芸
能
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

日
本
舞
踊
、
和
太
鼓
、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ
、
三
股
町
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
郷
土
芸
能
、
23
団
体
に
よ
る
発
表
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■日時／ 2018年10月28日（日）午前10時30分開演
■料金／無料
■会場／三股町立文化会館（〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）
■主催／三股町文化協会・三股町・三股町教育委員会
■お問い合わせ／三股町立文化会館　℡0986-51-3462　https://bunka.town.mimata.lg.jp

郷土芸能 舞　踊 和太鼓 大正琴 カラオケ

町制施行70周年記念事業

芸
能
発
表
会

第32回

10

■日時／2018年11月29日（木）午後7時開演（開場は開演の30分前）
■出演／音楽的道化師～ましゅ＆Kei　■構成・演出／くすのき 燕（人形芝居 燕屋）
■チケット料金／ 一般1500円（当日1800円） 大学生以下1000円（当日1200円）
  ペア2500円（前売りのみ） 未就学児入場不可（無料託児あり・要予約）　　　　
　※全席自由　※電話予約可　※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）　
　※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります
　※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります
■会場／三股町立文化会館（〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）
■主催／三股町・三股町教育委員会　■共催／みやこのじょう子ども劇場
■お問い合わせ・チケット販売／ 三股町立文化会館　℡0986-51-3462　https://bunka.town.mimata.lg.jp

Buddy!ましゅ＆Kei

自転車とリヤカーに乗って旅をして
いる“ましゅ ”と“Kei”。なんだかチグ
ハグなふたりが引き起こすハプニン
グ…たくさん笑って、ちょっぴりぽろ
り。なんだか元気が出てくる物語をお
楽しみください！

Story

跳んだりはねたり踊ったり！「MUSIC CLOWN～音楽的道化師～ましゅ＆Kei」
が物とたわむれ物と演じる、セリフのないお芝居！

｢心に“赤い鼻とクラウンフェイス”｣
を合言葉に、今日も世界中に「元気と
笑顔」を届ける為に飛び回り、アメリ
カで学んだサーカスクラウン芸と音
楽を融合させたミュージッククラウ
ンで楽しませてくれます！
※�クラウン(CLOWN)･･･おどけ者、お調
子者、道化師

MUSIC CLOWN～音楽的道化師～
ましゅ＆Kei

三股町立文化会館自主文化事業

―あ・い・ぼ・う―

チケット発売開始
10月5日金
午前９時30分



今
回
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
２
期
連

続
無
投
票
で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。大
変
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
そ
の
責

任
の
重
さ
を
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

謙
虚
に
誠
実
に「
ふ
る
さ
と
三
股
」
の
活

性
化
、
発
展
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。町
議

会
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

私
は
、「
自
立
と
協
働
で
創
る
元
気
な
町

み
ま
た
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
町
民

と
の
協
働
で「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
た
め
、
ま
ず「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、
地
区
座
談
会
な
ど
を
通
し
て

「
見
え
る
行
政
」、「
伝
わ
る
行
政
」、「
情
報

の
共
有
化
」
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
2
期
8
年
間
、「
み
ま
た
ん
霧
島
パ

ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん
」
を
は
じ
め
、「
モ
ノ
づ

く
り
フ
ェ
ア
」、「
ま
ち
ド
ラ
！
」、「
文
教
み

ま
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
や
西
部
地
区
体
育
館
の
建
設
、
町
武
道

体
育
館
と
旧
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
耐

震
改
修
、
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場
の
整
備
、弓

道
場
の
移
転
改
築
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

増
設
、東
原
団
地
の
建
設
、旭
ヶ
丘
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
の
全
天
候
型
へ
の
改
修
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
増
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、子
育
て
支
援
の
拡
充
、小
規
模
特
認
校

の
魅
力
化
、過
疎
対
策
、高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
や
障
が
い
児
・
者
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
の
開
設
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
通
し
て
、
若
い
世
代
の
移
住
定

住
が
図
ら
れ
、
本
町
の
人
口
増
に
繋
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
将
来
を

考
え
ま
す
と
、
本
町
の
人
口
も
ピ
ー
ク
を

過
ぎ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
西
高
東

低
の
人
口
分
布
は
、
さ
ら
に
拡
大
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
五
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
町
の
活
性
化
を

図
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
概
要
を
説
明
し

ま
す
と
、

①���

ま
ち
む
ら
元
気
わ
い
わ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

五
本
松
団
地
跡
地
、
駅
周
辺
、
役
場
周

辺
を
中
心
市
街
地
と
位
置
づ
け
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。そ
の
柱
は
、五
本
松
団
地
跡
地
を「
健

康
と
賑
わ
い
と
交
流
の
拠
点
」
と
し
て
再

開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
通
過
型
の
誘
客
か
ら

滞
在
型
、
滞
留
型
に
転
換
し
、
外
貨
を
稼

ぎ
町
の
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。次
に
、
災
害
大
国
で
あ
る

日
本
の
現
状
を
踏
ま
え
、
自
主
防
災
組
織

の
強
化
に
取
り
組
み
、
安
心
安
全
な
町
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
過
疎
対
策
と
し
て
、

梶
山
小
、
長
田
小
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
小
鷺
巣
集
落
に
お

い
て
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
宅
地

分
譲
に
取
り
組
み
ま
す
。

②��

産
業
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産
業
の

発
展
の
た
め
、
中
央
地
区
の
農
地
・
農
道
・

用
排
水
路
な
ど
の
基
盤
整
備
に
取
り
組

み
、「
作
業
の
効
率
化
」、「
担
い
手
の
確
保
」、

「
農
家
の
所
得
向
上
」
に
繋
げ
た
い
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
ど
ぶ
ろ
く
や
ゴ
マ
、
プ
チ

ヴ
ェ
ー
ル
の
特
産
品
化
、
六
次
化
を
さ
ら

に
進
め
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
経
済
の
好
転

か
ら
、企
業
立
地
・
拡
充
に
よ
る
雇
用
の
拡

大
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の
勢
い
を
地
場
企

業
の
活
性
化
に
繋
げ
ま
す
。さ
ら
に
、起
業

家
育
成
や
創
業
支
援
の
た
め
、
各
種
研
修

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
の
開

設
な
ど
を
財
政
支
援
し
ま
す
。

③��

少
子
・
高
齢
化
す
く
す
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

本
町
の
看
板
施
策
で
あ
る
子
育
て
支
援

に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
、障
が
い

児
・
者
施
策
、子
ど
も
の
貧
困
対
策
な
ど
に

当選証書を付与される木佐貫町長

９
月
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
無
投
票

で
再
選
を
果
た
し
た
木き

佐さ

貫ぬ
き

辰た
つ

生お

町
長
。

３
期
目
と
な
る
新
た
な
４
年
間
が
始
ま
り

ま
し
た
。町
民
の
期
待
を
一
身
に
背
負
う

木
佐
貫
町
長
が
語
る
抱
負
と
は
。

木
佐
貫
町
政

３
期
目
始
動

も
こ
れ
ま
で
同
様
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

生
活
困
窮
者
対
策
と
し
て
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
は
、
本
年
度

策
定
す
る「
こ
ど
も
の
未
来
応
援
計
画︵
仮

称
︶」
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④��

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
わ
く
わ
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
三
股
」
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
旭
ヶ
丘
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
の
全
天
候
型
の
整
備
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を
図
り
、
合
宿

等
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、本
町

は
、「
文
教
の
町
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、児
童
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
、Ｉ

Ｃ
Ｔ︵
情
報
通
信
技
術
︶
が
活
用
で
き
る
環

境
整
備
や
英
語
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
全
学
級
に

エ
ア
コ
ン
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

三股町議会議員補欠選挙

三
股
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
、
町

長
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
、
新
坂
哲

雄
氏
１
名
が
立
候
補
。無
投
票
で
当

選
と
な
り
ま
し
た
。

「自立と協働で創る
元気な町 みまた」

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新
にい

坂
さか

哲
てつ

雄
お

 氏
（轟木在住・67歳）

Profile

木佐貫 辰生 氏（きさぬき・たつお）
早稲田大学社会科学部卒。1980（昭和55）
年に三股町入庁。企画調整課長、農林振興課長、
生涯学習課長、財政課長、産業振興課長を経て
2008（平成20）年に三股町副町長に就任。
2010（平成22）年から三股町長を務める。趣
味はテニス、散歩。山王原出身・在住。65歳。

⑤��
エ
コ
ク
リ
ー
ン
さ
わ
や
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

各
地
域
の
民
主
団
体
の
協
働
の
力
を
借

り
て
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
環
境
美
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、「
花
と
緑
と
水
の
ま

ち
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
沿
う
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
し
尿
処
理
を
行
う

都
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
理
解
を
得
て
計
画
的
に

改
修
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
五
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱
に

し
な
が
ら
、
3
期
目
は
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
だ
成
果
を
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

繋
げ
る
段
階
と
位
置
づ
け
、
一
つ
一
つ
計

画
的
に
、
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
と
い
わ
れ
る
元
気
あ

る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
ま

す
。皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い

し
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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2,439,000円

ボランティアまつり

戦没者慰霊祭

エコロジーボランティア

ノルデックウォーキング

金婚式祝賀会

皆さまのご協力をもちまして、本年度は3,058,500円（8月末現在）の会費を納入していただ
きました!!たくさんの方々にご賛同いただき誠にありがとうございました。

皆さまからお寄せいただいた会費は、社会福祉協議会が進める地域福祉活動の事業運営の財源と
して、大切に活用させていただきます。

3,058,500円
ご協力いただきありがとうございました！

社会福祉協議会会費

（平成30年8月末現在）

会費はこのような事業に
使われています！

ご協力いただきありがとうございました！

日本赤十字社寄付金

（平成30年8月末現在）

寄付金はこのような事業に
使われています！

災害救護
日本赤十字社では、災害が発生したときにすぐ医療
救護班を派遣できる体制を整えています。そのため、
要員の養成、毛布・生活用品などの救援物資の備蓄
など、日ごろから災害への備えに取り組んでいます。

国際活動
国際赤十字の一員として、191の国や地域に広がる
世界的ネットワークを生かし、国境、宗教、人種を越
えて、災害や紛争の被災者に対する支援をはじめと
した人道的活動を展開しています。

血液事業
年間525万人の方々からご協力いただく「献血」に
より、血液を必要とする多くの患者さんが日々救わ
れています。24時間365日、より安全・安心な血液
を届けるために、街頭などで献血を呼びかけること
から、高度な検査を行い医療機関へ届けるまでを一
貫して行っています。

日本赤十字社では「苦しんでいる人を救いたい」という人道の精神をもってさまざまな事業に取
り組んでおり、その活動は皆さまからのご寄付で支えられています。

本町でも皆さまのご理解とご協力により、本年度は2,439,000円(8月末現在)の寄付金などが
寄せられ、日本赤十字社に送金することができました。誠にありがとうございました。

日本赤十字社の活動と寄付のお礼 社会福祉協議会会費ご協力へのお礼と活動報告

⃝愛のいたわり訪問(声かけ活動) ⃝車いす貸し出し事業 ⃝敬老の日記念事業
⃝ボランティア事業 ⃝総合相談事業 ⃝法律相談事業 ⃝一時援護貸付事業
⃝各福祉団体等との連絡調整・活動支援 ⃝災害時避難所の開設
⃝その他福祉事業の事務費など

みまたん宅食「どうぞ便」

その他の社会福祉協議会の福祉事業
⃝赤十字病院の運営　⃝看護師等の養成
⃝青少年赤十字の育成
⃝赤十字ボランティアの活動
⃝社会福祉施設の運営

その他の日本赤十字の事業
救急法などの講習

いざというときの手当て、事故防止に必要な知識や
技術を広めるために、全国各地でAEDの操作方法、
心肺蘇生法などを学ぶ救急法、高齢者の介護知識を
学ぶ健康生活支援講習、幼児安全法、雪上安全法な
どの講習を行っています。

三股町社会福祉協議会　日本赤十字社三股町分区お問い合わせ先 三股町大字樺山3384-2　町総合福祉センター「元気の杜」　電話52-1246／ファクス52-8194広報みまた 2018.105 4広報みまた 2018.10



期　　日
平成31年１月27日(日)※雨天決行　

場　　所
三股町立文化会館前（スタート・ゴール）

申込方法
①インターネット　
【ランネット  http://runnet.jp/】
【スポーツエントリー https://www.sportsentry.ne.jp/】

②郵便振替
専用用紙記入後、郵便局で参加費をお振り込みください。専用
用紙以外の振り込みは受け付けできません。
※ 申込後の参加取り消しはできません。種目変更は可能ですが、自

己都合での変更は差額の返金ができません（参加料の払い戻しは
しません）。

※専用用紙は、中央公民館と役場案内で配布しています。
申込締切

11月12日（月）※期限厳守　
問い合わせ

みまたん霧島パノラマまらそん実行委員会
（教育課 スポーツ振興係内）☎52－9312

種　目 参加料
ハーフ 一般男子・女子、障がい者男子・女子 4,000円

5km
一般男子・女子、障がい者男子・女子 3,000円
中学生男子・女子、中学生障がい者男子・女子 1,000円

3km
一般男子・女子、障がい者男子 3,000円

中学生男子・女子、中学生障がい者男子・女子 1,000円

2km
小学生男子・女子、障がい者 1,000円

ファミリー（小学生以下と保護者） 4,000円（2名）

第４回 みまた　 霧島パノラマまらそん
エントリー受付中! 

小
学
生
は
、
鹿
児
島
県
沖
永
良
部
島
で

８
月
１
日
か
ら
５
日
間
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。派
遣
さ
れ
た
の
は
、
抽
選
会
で
選

ば
れ
た
町
内
の
小
学
６
年
生
30
人
。現
地

の
研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
宿
泊
し
な
が

ら
、町
の
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
、

積
極
的
に
海
浜
活
動
、
施
設
の
見
学
や
現

地
の
子
ど
も
会
と
の
交
流
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

【国内派遣の主なスケジュール】

【海外派遣の主なスケジュール】
7/28 本町発、宮崎空港~台北空港

7/29 ブリスベン空港到着、ホスト
ファミリーとの対面式

7/30 JPIC案内、体験学習
7/31 語学研修、体験学習
8/1 スーパーマーケット見学
8/2 ドリームワールド見学
8/3 文化研修、修了式
8/4 ホストファミリーとの交流

8/5 ブリスベン市内観光、ブリス
ベン空港出発

8/6 台北空港~鹿児島空港、　本町着
8/23 解団式

中
学
生
は
６
人
が
参
加
。オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
、
７
月
28
日
か
ら

10
日
間
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
の
派
遣
は
17
回
目
。現
地
で

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
ジ
ョ

ン
・
ポ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

カ
レ
ッ
ジ
で
現
地
教
師
に
よ
る
英
語
レ
ッ

ス
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
や
動
物

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

当
初
は
本
場
の
英
語
の
ス
ピ
ー
ド
に
圧

倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、徐
々
に
慣
れ
て
、

積
極
的
に
発
言
す
る
姿
が
み
ら
れ
、
異
文

化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

8/1 本町発、鹿児島新港発フェリー

8/2 和泊町教育委員会訪問、フーチャ見学、和
泊町子ども会との交流会

8/3
歴史民族資料館見学、知名町子ども会との
交流会、芭蕉布染め体験、田皆岬見学、ジッ
キョヌホー見学、ウミガメ孵化観察会

8/4 海浜活動、昇竜洞見学、住吉暗川見学、和泊
町港まつり参加

8/5 くり舟競争参加、南洲記念館見学、海浜活
動、世之主の墓、和泊町花火大会

8/6
日本一のガジュマル見学、ＳＳＴＶ取材訪
問、沖永良部酒造見学、南洲神社、和泊発
フェリー鹿児島新港着

8/7 本町着
8/23 解団式

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
ま
ち
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
人
材
に
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
小
中

学
生
を
国
内
外
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。普
段
住
む

ま
ち
と
は
異
な
る
自
然
や
文
化
、
そ
し
て
現
地
の

人
た
ち
と
触
れ
合
い
、
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

ふるさと振興人材育成国内海外派遣事業

小
学
生
は
沖
永
良
部
島
へ

中
学
生
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

（国内）歴史民族資料館

（国外）アボリジニ文化体験

（国外）修了式 （国内）南州神社 （国内）国頭小学校 ～樹齢119年のガジュマルの下で～

芭蕉布工房

（国内）田皆岬

船漕ぎ競争

スーパーマーケット見学

授業風景

都城広域定住自立圏の広域的交流・観光サービス推進
事業として、都城圏域共通の郷土料理「ねったぼ」の魅
力の掘り起こしを図るため、ねったぼをコンセプトとし
たスイーツレシピを募集しています。個人、団体、プロ、
アマ問わずどなたでも応募ができ、募集期間は11月9日
(金)までです。専用の応募用紙に記入し、企画商工課へ
提出してください。応募用紙は、下記の場所で配布、公
式サイトからもダウンロードできます。詳しくは町の公
式サイトをご覧ください。

お問い合わせ先
町企画商工課☎52−9085      
スマートフォンのアプリで右のQR
コードを読み込むとホームページが
開きます。     

グランプリ
ねったぼ

スイーツレシピ

「ねったぼ」とは…
ふかしたサツマイモ
と餅を練り合わせ、
お好みできな粉をま
ぶしていただく都城
圏域の昔ながらのお
やつです。

スマートフォンのアプ
リで上のQRコードを
読み込むとエントリー
ページが開きます。     ※ファミリーは、子どもが複数参加の場合は、１人につき1,000円追加となります。

応募用紙配布場所一覧
●役場案内、企画商工課
●町立図書館
●町物産館「よかもんや」
●まち・ひと・しごと情報交流センター
「あつまい」など
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〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★健康バランス食実践のために★

● 問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

★１０月の旬の食材　セロリ、レンコン、ホウレンソウ、サツマイモ（材料はすべて1人分です）。

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●
お
し
ゃ
べ
り
マ
ジ
ッ
ク
で
大
笑
い
！

９
月
２
日
、自
主
文
化
事
業「
マ
ギ
ー
司
郎

の
お
し
ゃ
べ
り
マ
ジ
ッ
クw

ith

斉
藤
京
子

も
の
ま
ね
七
変
化
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
演
は
、
丸
メ
ガ
ネ
と
口
ヒ
ゲ
、
黄
色
い

タ
キ
シ
ー
ド
姿
で
お
な
じ
み
の
マ
ギ
ー
司
郎

と
、そ
の
弟
子
の
マ
ギ
ー
憲け
ん

司じ

。さ
ら
に
、も

の
ま
ね
芸
人
の
斉さ
い

藤と
う

京き
ょ
う

子こ

で
す
。

最
初
に
登
場
し
た
の
は
、マ
ギ
ー
憲
司
。師

匠
の
芸
を
受
け
継
い
だ
、
と
ぼ
け
た
マ
ジ
ッ

ク
芸
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。次
は
、斉

藤
京
子
の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
。声こ
わ

色い
ろ

や
表
情

を
次
々
に
変
え
て
、
小
林
幸
子
や
美
空
ひ
ば

り
な
ど
を
真
似
す
る「
も
の
ま
ね
七
変
化
」

と
、
プ
ロ
の
歌
唱
力
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。最

後
は
マ
ギ
ー
司
郎
。
笑
い
を
交
え
た

ト
ー
ク
を
し
な
が
ら
繰
り
広
げ
る「
お
し
ゃ

べ
り
マ
ジ
ッ
ク
」
に
観
客
は
大
喜
び
。ま
た
、

新
聞
紙
を
手
の
ひ
ら
の
上
で
立
て
る
マ
ジ
ッ

ク
が
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
三
股
町
の
芸
能
を
楽
し
も
う
！

　

10
月
28
日（
日
）、「
第
32
回
芸
能
発
表
会
」

が
行
わ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、毎
年
開
催
し
て
い

る
町
文
化
協
会
に
よ
る
芸
能
発
表
会
で
、
今

年
で
32
回
目
を
迎
え
ま
す
。今
回
は
、町
制
施

行
70
周
年
を
記
念
し
て
、
特
別
に
町
内
の
郷

土
芸
能
も
披
露
さ
れ
ま
す
。本
町
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
郷
土
芸
能
、
日
本
舞
踊
、
和
太

鼓
、大
正
琴
、カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、23
団
体
に
よ

る
芸
能
発
表
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
音
楽
的
道
化
師
が
や
っ
て
来
る
！

11
月
29
日（
木
）
に
、
自
主
文
化
事
業

「Buddy!

〜
あ
・
い
・
ぼ
・
う
〜
」が
行
わ
れ

ま
す
。演
奏
家
で
も
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
で
も
な

い
、
音
楽
的
道
化
師
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ

ル
で
観
客
を
魅
了
す
る「
ま
し
ゅ
＆K

ei

」に

よ
る
サ
イ
レ
ン
ト
劇
で
す
。

セ
リ
フ
を
使
わ
な
い
、
に
ぎ
や
か
な
お
芝

居
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
本
紙
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「マギー司郎」公演本番の様子

音楽的道化師「ましゅ＆Kei」

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

「えほん侍のおはなし会」の様子
の
読
書
週
間
で
す
。今
年
の
標
語
は
、「
ホ
ッ

と
一
息　

本
と
一
息
」で
す
。

図
書
館
で
は
、「
貸
出
た
い
け
ん
」
や「
お

は
な
し
会
」、「
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
」な
ど
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
宮
崎
の
農
村
写
真
・
パ
ネ
ル
展
示
を
開
催

10
月
２
日（
火
）
〜
30
日（
火
）に
、宮
崎

の
農
山
村
の
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
写
真
・
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

● 「
え
ほ
ん
侍
」の
読
み
聞
か
せ
時
間
が
変
更

に
な
り
ま
し
た

毎
月
第
１
日
曜
日
の
午
後
３
時
か
ら
、
良

い
子
の
み
ん
な
の
た
め
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
に
参
上
し
て
い
た「
え
ほ
ん
侍
」で
す
が
、

９
月
か
ら
、
毎
月
第
１
日
曜
日
の
午
前
11
時

か
ら
に
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
え
ほ
ん
侍
」の
読
み
聞
か
せ

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

● 「
絵
本
作
家 

鈴
木
の
り
た
け
さ
ん
の
お
は

な
し
会
」を
開
催
し
ま
し
た

 　

本
町
、
都
城
市
、
志
布
志
市
、
曽
於
市
の

四
つ
の
自
治
体
で
構
成
さ
れ
る「
都
城
広
域

定
住
自
立
圏
構
想
協
議
会
」
の
事
業
と
し

て
、８
月
24 

日
〜
26 

日
に「
お
は
な
し
キ
ャ

ラ
バ
ン
巡
回
公
演
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

　

本
町
で
は
、
8
月
24
日
に
開
催
し
、
90

人
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
公
演

で
は
、
鈴
木
の
り
た
け
さ
ん
の
代
表
作

で
あ
る「
絵
本
し
ご
と
ば
シ
リ
ー
ズ
」
な

ど
の
絵
本
が
完
成
す
る
ま
で
の
話
を
聴

い
た
り
、
一
緒
に
絵
を
描
い
た
り
、
ミ
ニ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ひ
ょ
う
げ
ん
の
じ
ゆ

う
」
で
い
ろ
ん
な
形
を
作
っ
て
み
た
り

と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

　

公
演
後
に
は
サ
イ
ン
会
も
あ
り
、
鈴
木
さ

ん
が
絵
本
に
サ
イ
ン
と
絵
を
描
い
て
子
ど
も

た
ち
に
渡
し
ま
し
た
。公
演
中
に
鈴
木
さ
ん

が
描
い
た
絵
は
、
図
書
館
内
に
飾
っ
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
秋
の
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

10
月
27
日（
土
）〜
11
月
9
日（
金
）は
、秋

「鈴木のりたけさんのおはなし会」の様子

外国語指導助手のコーナー

は
じ
め
ま
し
て
！

こ
ん
に
ち
は
。私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
、梶
山
小
、宮
村
小
と

勝
岡
小
の
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
三
股
町

に
来
ま
し
た
。趣
味
は
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、サ
ー
フ
ィ
ン
、旅
行
と
映
画
で
す
。20

年
前
に
交
換
留
学
生
と
し
て
初
め
て
来
日

し
、
静
岡
県
の
浜
松
西
高
等
学
校
で
1
年

間
過
ご
し
ま
し
た
。日
本
で
の
生
活
は
と

て
も
印
象
深
く
、
日
本
食
、
特
に
ラ
ー
メ

ン
、天
ぷ
ら
う
ど
ん
、餃
子
、カ
ツ
カ
レ
ー

や
ポ
ッ
キ
ー
が
大
好
き
で
し
た
。メ
ル
ボ

ル
ン
に
帰
っ
て
高
校
卒
業
後
、
３
年
間
演

劇
学
校
に
行
き
、
劇
場
、
映
画
や
テ
レ
ビ

の
俳
優
と
し
て
働
き
ま
し
た
。オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
演

劇
業
界
は
と

て
も
規
模
が
小
さ
く
、
俳
優
業
だ
け
で
生

活
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
の
で
、

不
動
産
会
社
に
転
職
し
て
、
営
業
、 

資
産

管
理
、査
定
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。ま

た
、
最
近
の
２
年
間
は
ロ
ー
ン
チ
ハ
ウ
ジ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
非
営
利
団
体
で
、
ホ
ー

ム
レ
ス
や
難
民
な
ど
、
住
む
場
所
に
困
っ

て
い
る
人
々
に
住
ま
い
を
紹
介
す
る
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
に
会
う
こ
と
、

日
本
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

町制施行70周年記念行事実行委員会便り
【第９回】

ジョンストン・ナイジェル

◎主食　ご飯
 168㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�ご飯…100㌘

◎主菜　豚肉とレンコンの甘辛煮
 316㌔㌍　塩分1.2㌘
材　料　��豚バラ肉…60㌘、レンコン…60㌘、コンニャク…50㌘、●だし

汁…大さじ2、●砂糖…小さじ１、●しょう油…小さじ1、●みり
ん…小さじ1/2

作り方　�①レンコンは乱切り、豚肉は食べやすく切る。②コンニャクは一口
大に手でちぎり、茹でて水気を切る。③鍋に豚肉を入れ弱火でゆっ
くり焼く。油が出たらレンコンとコンニャクを入れて炒め合わせる。
④●の調味料を入れ、ふたをして弱火で10分ほど煮る。⑤ふたを
取り、煮汁が無くなるまで煮て味をしみ込ませる。

◎副菜　セロリと豆もやしのナムル
 42㌔㌍　塩分0.3㌘
材　料　�セロリ…30㌘、豆もやし…50㌘、ごま油…小さじ1/2、塩こしょ

う…少々、しょう油…小さじ1/4
作り方�　�①豆もやしは熱湯で茹で、ざるに上げて水気を切り食べやすく切る。

②セロリは筋（すじ）を取り、斜め薄切りにする。③材料を全て混ぜ
合わせる。④しばらく置いて水気を切って盛り付ける。

◎副菜　ミルクスープ
 225㌔㌍　塩分1.6㌘
材　料　�牛乳…150㍉㍑、ツナ缶(オイル)…1/4個、ホウレンソウ…30㌘、

タマネギ…30㌘、塩…小さじ1/5、こしょう(粗挽き)…少々、粉チー
ズ…小さじ１

作り方　�①ホウレンソウはさっと茹で、長さ３㌢に切って水気を絞る。タマ
ネギは薄切りにする。②鍋にツナ缶を油ごと入れ、タマネギを入れ
弱火でゆっくり炒める。③牛乳を加えフツフツと煮えたらホウレン
ソウを混ぜ入れ、粉チーズ、塩、こしょうで味付けする。

◎もう一品　茶
ち ゃ

巾
き ん

スイートポテト
 97㌔㌍　塩分0.1㌘　
材　料　�サツマイモ…50㌘、練乳…小さじ1、バター…小さじ1/2、卵黄…

少々、黒ゴマ…少々
作り方　�①サツマイモは皮をむき、ざく切りにしてラップをかけ、電子レン

ジで軟らかくなるまで加熱する(または軟らかくなるまで蒸す)。②
熱いうちにつぶし、練乳とバターを混ぜる。③ラップにのせ、茶巾
に絞る。④表面に卵黄を塗り、ゴマを飾り、オーブントースターで
色よく焼く。

町制70周年を祝して制作された
楽曲を、ふるさとまつりで初披露！

本町のふるさと大使である作詞家の山
や ま

田
だ

孝
た か

雄
お

さんが、
町制70周年を祝して、本町をイメージした【『ん』のつ
く町】という曲名のデュエットソングを制作しました。

この歌を、今年のふるさとまつりで披露しますので、
ぜひお越しください。

三股町ふるさとまつり
■日時＝11月10日（土）

正午～午後８時30分まで
11月11日（日）
午前９時30分～午後５時まで

※ 【『ん』のつく町】の披露は10日（土）の
午後７時40分ごろを予定しています。

■場所＝
町ふれあい中央広場・元気の杜

山田孝雄さんのプロフィール
三股町出身、1946年３月生まれの72歳。1974年発売の「昭和枯
れすすき」がTBSの人気ドラマ「時間ですよ」の挿入歌として話題
となり、ミリオンセラーを記録。その他にも、北島三郎さん、山本
譲二さん、美川憲一さんなど著名な歌手への楽曲を提供。奥様は歌
手の松原愛さん。

■お問い合わせ＝企画商工課 企画政策係　☎52−1114

山田孝雄さんと松原愛さん
のステージ

（平成26年ふるさとまつり）

広報みまた 2018.109 8広報みまた 2018.10



ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

昭
和
48
年
度
三
股
中
卒
業
生

母
校
に
電
波
時
計
を
寄
贈

昭
和
48
年
度

三
股
中
卒
業
生

８
月
４
日
、
社
会
福
祉
法
人
や

ま
び
こ
会︵
原
田
順
一
理
事
長
︶は
、

同
会
が
運
営
す
る
６
つ
の
保
育
園

を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト「
み
ん

な
と
も
だ
ち
」
を
町
立
文
化
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、幼
少

期
に
レ
ベ
ル
の
高
い
音
楽
や
芸
術

に
触
れ
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
目

的
で
、
各
園
の
３
歳
と
４
歳
児
１

７
２
人
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
。

東
京
の
劇
団﹃
日
本
芸
術
企
画
﹄

が
手
品
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
披
露

す
る
と
、
園
児
た
ち
は
初
め
て
見

る
手
品
に
驚
い
た
り
、
音
楽
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

手
品
や
音
楽
に
園
児
た
ち
が
歓
声

「
み
ん
な
と
も
だ
ち
」開
催

参
加
者

澁し
ぶ

江え

さ
ゆ
り
さ
ん

颯そ
う

く
ん

（
今
市
在
住
）

新し
ん

地ち

国く
に

明あ
き

さ
ん

（
餅
原
在
住
）

「
楽
し
く
参
加
で
き
ま
し
た
。
他
の
園
に
通
う
子

ど
も
た
ち
と
も
交
流
で
き
て
、
と
て
も
よ
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
」

「
お
世
話
に
な
っ
た
母
校
へ
の
恩
返
し
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
の
寄
贈
が
実
現
し
ま
し
た
。
教

育
現
場
で
活
用
し
て
も

ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
」

８
月
１
日
、町
役
場
で
、本
町
と

一
般
社
団
法
人
県
産
業
廃
棄
物
協

会︵
田た

村む
ら

努つ
と
む

会
長
︶、
県
環
境
保

全
事
業
連
合
会︵
岩い

わ

本も
と

晋し
ん

時じ

会
長
︶

の
２
者
の
間
で
、
災
害
廃
棄
物
の

処
理
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。県
産
業
廃
棄
物

協
会
は
、
災
害
時
に
発
生
す
る
廃

棄
物
の
撤
去
や
収
集
運
搬
、
処
分

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。県
環
境
保

全
事
業
連
合
会
は
、
し
尿
な
ど
の

収
集
運
搬
の
他
に
、
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
に
関
す
る
技
術
的
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、収
集
運
搬

業
者
の
業
務
停
止
な
ど
の
緊
急
時

に
も
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

調
印
式
で
、木
佐
貫
町
長
は「
災

害
時
、
町
民
が
い
ち
早
く
日
常
生

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
皆
さ
ん

の
機
動
力
と
組
織
力
に
期
待
し
て

い
ま
す
」と
述
べ
、災
害
時
の
迅
速

な
対
応
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

産
廃
協
会
ら
と
本
町
が
協
定
締
結

災
害
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
支
援

８
月
19
日
、「
と
ろ
サ
ー
モ
ン

カ
ッ
パ
除
幕
式
」
が
長
田
小
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。式
に

は
、
宮
崎
出
身
の
漫
才
コ
ン
ビ

「
と
ろ
サ
ー
モ
ン
」︵
村む

ら

田た

秀ひ
で

亮あ
き

さ
ん
、久
保
田
か
ず
の
ぶ
さ
ん
︶

を
は
じ
め
、
地
域
住
民
な
ど
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
笠か

さ

島し
ま

幸さ
ち

代よ

さ
ん
が

昨
秋
、
テ
レ
ビ
番
組
の
収
録
で

長
田
峡
を
訪
れ
た
久
保
田
さ
ん

を
案
内
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
同
隊
員
の
夫
、
一
郎
さ
ん

と「
か
っ
ぱ
伝
説
の
残
る
町
を

盛
り
上
げ
た
い
」「
も
っ
と
長
田

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の

思
い
で
像
の
制
作
を
企
画
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
寄
付
を
募

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン

８
月
21
日
、
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会︵
大お

お

重し
げ

陽よ
う

一い
ち

会
長
、95
人
︶
が

町
長
室
を
訪
れ
、
西
日
本
豪
雨
被

災
地
へ
の
義
援
金
を
手
渡
し
ま
し

た
。同
協
会
は
、７
月
に
発
生
し
た

西
日
本
豪
雨
を
受
け
、
毎
月
開
催

し
て
い
る
月
例
大
会
を「
チ
ャ
リ

テ
ィ
大
会
」
と
し
て
７
月
20
日
に

開
催
。同
協
会
の
呼
び
掛
け
で
参

加
し
た
町
内
外
の
愛
好
家
80
人
分

の
プ
レ
ー
代
と
募
金
箱
の
募
金
全

額
を
義
援
金
と
し
て
寄
付
し
た
も

の
で
す
。こ
の
義
援
金
は
、町
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
被
災
地
各

県
へ
届
け
ら
れ
、
被
災
地
の
復
興

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

西
日
本
豪
雨
被
災
地
に
義
援
金

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者

河か
わ

野の

登と

美み

子こ

さ
ん

（
東
植
木
在
住
）

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会
に
参
加
し
て
、
被
災
者
の
励

ま
し
と
復
興
の
一
助
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

８
月
４
日
、
町
農
畜
産
物
利
用

地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
と
町
観

光
協
会
の
共
催
で
、「
親
子
で
体

験
！
食
育
ツ
ア
ー
２
０
１
８
～
長

田
体
験
ツ
ア
ー
～
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ま
ず
、参
加
者
は
、「
し
ゃ
く

な
げ
の
森
」︵
池い

け

邉べ

美よ
し

紀の
り

代
表
︶内

の「
が
ぐ
れ︵
か
っ
ぱ
︶淵
」で
、池

邉
さ
ん
か
ら
川
へ
の
安
全
な
入
り

方
な
ど
の
講
義
を
受
け
た
後
、
川

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
す
い
す
い
と
泳
ぎ
回
る

ヤ
マ
メ
を
皆
で
追
い
込
ん
で
さ
っ

と
手
づ
か
み
。昼
食
時
に
塩
焼
き

に
し
て
味
わ
い
ま
し
た
。最
後
は
、

「
生
楽
陶
苑
」︵
園そ

の

田た

一い
っ

成せ
い

代
表
︶に

移
動
し
て
陶
芸
を
体
験
。園
田
さ

ん
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、
粘
土
を

こ
ね
て
皿
の
形
を
作
り
、
好
き
な

絵
な
ど
を
書
い
て
作
品
を
仕
上
げ

ま
し
た
。

『
長
田
体
験
ツ
ア
ー
開
催
』

長
田
の
魅
力
を
満
喫

８
月
26
日
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
と
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
、「
エ
コ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
in
み
ま
た
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
環
境
美
化
を
通
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
目
的
で
、「
県
下
一
斉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」
に
合
わ
せ
て
実
施
。

こ
の
日
は
、
各
地
区
の
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
、障
害
者
団
体
、民
間
企
業

や
都
城
東
高
校
の
生
徒
な
ど
約
７

１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。町
内

24
カ
所
で
ご
み
拾
い
や
除
草
作
業

な
ど
を
行
い
、
集
め
ら
れ
た
ご
み

は
２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
４
台
分
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

エ
コ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者

徳と
く

留ど
め

千ち

爽あ
き

さ
ん

（
東
高
校
３
年
）

「
生
徒
11
人
で
参
加
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
、
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

８
月
18
日
、
19
日
の
２
日
間
、

「
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
１
８
in
ま
つ
り
宮
崎
」
が
宮

崎
市
の
Ｍ
Ｒ
Ｔ
ミ
ッ
ク
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
都
城
東
高
校
調
理
科

の
生
徒
が
考
案
し
た「
巻
き
巻
き

H
arum

aki

～
バ
イ
オ
茶
ポ
ー
ク

を
包
ん
で
～
」
で
挑
戦
。食
材
に

は
、本
町
の
養
豚
農
家
が
、特
産
品

の「
バ
イ
オ
茶
」
を
食
べ
さ
せ
、大

切
に
育
て
た﹃
バ
イ
オ
茶
ポ
ー
ク
﹄

を
使
用
。結
果
は
上
位
入
賞
こ
そ

逃
し
ま
し
た
が
、
味
や
食
感
も
好

評
で
、
本
町
の
地
場
産
品
と
技
術

の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

高
校
生
シ
ェ
フ
が
大
活
躍
！

ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

都
城
東
高
校
調
理
科

有あ
り

村む
ら

歩あ
ゆ

華か

さ
ん

（
東
高
校
３
年
）

「
小
さ
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
三
股

の
食
材
を
使
っ
た
グ
ル
メ
が
、
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
将
来
に
生
か

し
た
い
で
す
」

7
月
27
日
、
本
町
は
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
連
続
７
３
０
日︵
2
年

間
︶
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
県
交
通
安
全
対
策
推
進

本
部︵
河

こ
う

野の

俊し
ゅ
ん

嗣じ

本
部
長
︶
か

ら「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
市
町
村
」

と
し
て
表
彰
。
8
月
22
日
、
町

役
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。町
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
記
録

を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　

本
町
で
は「
歩
行
者
を
守
ろ
う
」

と「
一
時
停
止
は
二
度
止
ま
る
」
を

目
標
に
掲
げ
、
さ
ら
な
る
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
す
。横
断
歩
道
に
歩

行
者
が
い
る
場
合
に
は
、必
ず
停
車

し
、
一
時
停
止
が
必
要
な
場
所
で

は
、停
止
線
で
一
度
停
車
し
、交
差

道
路
が
見
え
る
と
こ
ろ
で
も
う
一

度
停
止
す
る
な
ど
の
心
が
け
が
大

切
で
す
。事
故
を
防
ぐ
た
め
、皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
年
連
続

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
達
成
！

８
月
20
日
、
昭
和
48
年
度
三
股

中
学
校
卒
業
生
同
窓
会︵
黒く

ろ

木き

義よ
し

朗ろ
う

代
表
、約
１
１
５
人
︶は
、母
校・

三
股
中
学
校
に
電
波
時
計
を
寄
贈

し
ま
し
た
。こ
の
時
計
は
、太
陽
光

で
駆
動
し
、
防
水
仕
様
と
な
っ
て

い
て
、
今
後
、
中
学
校
の
西
門
に

設
置
す
る
予
定
で
す
。先
日
開
催

し
た
同
窓
会
で
、「
母
校
に
恩
返
し

を
し
た
い
」
と
い
う
参
加
者
の
総

意
か
ら
、今
回
の
寄
贈
が
実
現
。時

計
を
受
け
取
っ
た
永な

が

山や
ま

博ひ
ろ

一い
ち

校
長

は
、「
以
前
か
ら
生
徒
た
ち
の
要
望

が
強
か
っ
た
品
で
す
。
こ
の
時
計

を
有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

グ
で
約
54
万
円
の
支
援
を
集
め
、

長
田
地
区
の
窯
元
、「
紫し

麓ろ
く

窯が
ま

」

と「
生き

楽ら
く

陶と
う

苑え
ん

」
に
依
頼
し
、１

体
ず
つ
制
作
し
ま
し
た
。

陶
器
の
像
は
高
さ
約
30
㌢
。

村
田
さ
ん
像
は
両
手
足
の
水
か

き
が
特
徴
で
、「
ん︵
運
︶」
の
つ

く
三
股
町
で「
ウ
ン
」を
落
と
し

て
も
ら
お
う
と
便
座
に
座
っ
て

い
ま
す
。久
保
田
さ
ん
像
は
両

手
を
挙
げ
た
招
き
猫
。右
手
は

お
金
を
招
き
、
左
手
は
人
を
招

く
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

式
で
は
、と
ろ
サ
ー
モ
ン
の
２

人
が
漫
才
も
披
露
し
、会
場
は
終

始
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。像

は
、
期
間
限
定
で
、
町
物
産
館

「
よ
か
も
ん
や
」に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

長
田
小
で
除
幕
式
！

と
ろ
サ
ー
モ
ン
か
っ
ぱ
像
完
成
！
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お知らせ Mimata Information

康で幸せな生活を送ることを願い、合
同金婚式を開催します。

昭和43年12月31日までに婚姻届を出
したご夫婦、または婚姻後50年以上経
過していて、一度も合同金婚式に申し
込みをしたことがないご夫婦はぜひご
参加ください。また、そのようなご夫婦
をご存知の人は、ぜひご連絡ください。
■ 日時＝11月22日（木）午前11時～午

後１時
■ 場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■ 申込期限＝10月19日（金）
■ お問い合わせ＝

町社会福祉協議会 ☎52－1246

　「三股町教育の日」に、学校での伝統
教育やPTA活動、個人の学校支援に関
する取り組みについて情報発信・交流
行事を行います。

家庭・学校・地域が連携・協力して、
心豊かでたくましく生きる力をもった
子どもたちを育てる教育環境づくりを
目的として、開催します。
■ 日時＝10月20日（土）午後１時30分

～４時
■ 場所＝町立文化会館
■ 対象＝社会教育関係者、教育関係者、

行政関係者、地域住民ボランティア、
町民の皆さん

■ 内容＝
・総合司会（梶山小児童）

①三股町児童生徒憲章朗誦（三股西
小児童）②伝統芸能披露（宮村小児
童）③創作劇「見ているよ」（勝岡小５
年生）あらすじ…２学期が始まった
ある日、いつも登校時に声を掛けて
くれる「みまもりたい」のおじいちゃ
んがいないことに気付く。そこで…
④実践事例等発表

⑴PTAによる実践事例（三股小
PTA）⑵国内外派遣を終えて（国内
派遣児童代表・海外派遣生徒代表）

⑤ 児童生徒の意見発表（長田小児童、
三股中生徒）

⑥合唱披露（三股中央保育園園児）
「三股町教育の日」とは…
　「文教の町 三股町」の将来を担う心
豊かでたくましく生きる力をもった

「みまたん子」を育むことを目的に、学
校・家庭・地域が一体となり、町民全体

で教育に取り組む気風を醸成するため
に10月第３土曜日を「三股町教育の日」
と定めました。（平成26年制定）
■ お問い合わせ＝

教育課 学校教育係 ☎52－9314

心身障害者福祉手当は、障害者の社
会活動の促進、生活意欲の向上や福祉
の増進を目的に支給しています。対象
者や申請方法などは次のとおりです。
■ 対象者＝10月１日現在、身体障害者

手帳または療育手帳の交付を受け
ている在宅の人で、次の①～⑤全て
に当てはまる人
① 老齢年金、障害年金、恩給など、公

的年金を受給していない人
② 児童扶養手当、特別児童扶養手当、

特別障害者手当、障害児福祉手当、
三股町心身障害児童扶養手当の支
給を受けていない人

③ 本町に転入後、６カ月を経過した人
④ 障害基礎年金の受給資格を超える

所得がない人
⑤町税などの滞納がない人

■ 申請期限＝10月31日（水）まで（ただ
し、土曜・日曜、祝日を除く）午前９
時～正午、午後１時～５時
※ 入院などの理由で期間中に申請が

できない場合はご相談ください。
■ 申請方法＝印かん（認め印可、スタ

ンプ式は不可）、身体障害者手帳ま
たは療育手帳、本人名義の通帳、滞
納のない証明書（本人のもの。ただ
し、障害者本人が扶養されている場
合は扶養義務者〔両親など〕のもの）
を準備して、福祉課社会福祉係に提
出してください。

■ 支給額＝身体障害者手帳１級～４
級または療育手帳の程度がAの人…
１万円（年１回）
身体障害者手帳５級～６級または療
育手帳の程度がB1 ～ B2の人…8,000
円（年１回）

■ お問い合わせ＝
福祉課 社会福祉係 ☎52－9061

来年４月に小学校へ入学する児童の
健康診断を行います。詳しくは、保護者

に直接案内を郵送しますのでご確認く
ださい。

宮村小学校入学予定児童は、健康診
断終了後、標準服の採寸などを行います。
■ お問い合わせ＝

教育課 学校教育係 ☎52－9314

県内外から約50店が出店し、匠の技
を駆使した工芸品や、個性的な作品が
集まる工芸イベントを開催します。当
日は「地場産業まつり」も同時開催さ
れ、さまざまな企画や豪華景品が当た
る抽選会も行います。ぜひ、家族・友人
を誘って来場ください。
■ 日時＝10月27日（土）・28日（日）午前

10時～午後４時
■ 場所＝都城圏域地場産業振興セン

ター
■ お問い合わせ＝

匠のこころ実行委員会事務局
☎38－4561

■寄付者一覧
平成30年８月１日から８月31日まで
社会福祉法人　三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

関東に住む本町出身者や、本町に縁
のある人が集まる在京三股会では、年
に１回、総会と懇親会を開いて親睦を
深めています。関東近郊にお住まいの
親戚・知人がいましたら、ぜひお声掛け
ください。会員も随時募集しています。
興味のある人はご連絡ください。
■ 日時＝10月20日（土）午後１時～４時
■ 場所＝エステック情報ビル４階

AGORA（東京都新宿区西新宿1-24-1）
■ お問い合わせ＝

在京三股会東京事務局（新森 修）
☎0439－87－8051

10月受診分から、子ども医療費助成
を拡充します。※「医療費」とは、保険
診療分の医療費のことです。
■新たに対象となる人

本町に住所がある小学１年生～中学
３年生 ※ただし、生活保護を受けてい
る人や、他の医療費助成を受けている
人は、他の医療費助成が優先されます。
■助成内容と助成の受け方
＜小学生＞

県内の医療機関窓口で、「健康保険
証」と「受給資格者証」を提示すると、
医療費の助成を受けることができます。
※対象となる小学生で、期日内に申請
書を提出した人には９月下旬に黄色の
受給資格者証を送付しています。まだ
届いていない人はお知らせください。
①外来＝医療費の一部を助成します

自己負担は、１診療報酬明細書ごと
に、1,000円までです。

②入院＝これまでどおり無料です
入院時の食事代や、ベッド代差額な
どは自己負担です。ただし、「受給資
格者証」を交付しますので、払い戻し
の手続きは不要になります。

＜中学生＞
中学生の医療費は入院のみ無料です

入院した場合は、一度窓口で医療費
を自己負担していただき、１年以内に
払い戻しの手続きをしてください。
※ 払い戻しの手続きに必要なものは次

のとおりです。
・ 領収書（保険診療点数、一部負担金の

明細が記載されているもの）
・印かん（認め印可、スタンプ式は不可）
・子どもの保険証
・ 保護者名義の通帳かキャッシュカー

ド（ゆうちょ銀行を指定する人は必
ず通帳をお持ちください）

※受給資格者証は交付しません。
※外来の医療費助成はありません。
■お問い合わせ＝

福祉課 児童福祉係 ☎52－9060

 平成31年の三股町成人式を次のと
おり開催します。
■ 日時＝平成31年１月５日（土）午前

10時30分～正午（予定）
※午前10時から受付開始

■会場＝町立文化会館
■ 対象＝平成10年４月２日～平成11

年４月１日の間に生まれた人
※ 新成人者には10月中旬に文書で案内

します。就職・進学で町から転出した
新成人者にも、家族が町内在住であ
れば文書を送付します。

成人式意見発表者などを募集します
成人式での、意見発表者や町民憲章

朗誦者、成人証書受領者を募集します。
申し込み多数の場合は選考となります。
■募集内容＝

意見発表者…１人
新成人者としての決意・抱負を400字
詰め原稿用紙３枚程度にまとめ、発
表します。
町民憲章朗誦者…1人
新成人者を代表して、町民憲章を朗
誦（ろうしょう）します。
成人証書受領者…男女各１人
新成人者を代表して、成人証書を受
領します。

■募集締切＝11月５日（月）
■お問い合わせ＝

教育課 生涯学習係 ☎52－9311

介護の魅力を発信するテレビ番組
【KAIGOへGO ！～介護の現場は『面
白い！』～】を放送しています。これ
は、県民の皆さんの介護に対する理解
を深め、介護従事者を確保すること
を目的に、県が実施しているものです。 

　県民の皆さんから寄せられた介護へ
の疑問にお答えしながら、介護施設な
どのさまざまな取り組み事例やユニー
クな職員、介護福祉士を目指して高校
や専門学校で学ぶ学生の姿などを紹介
しています。オリジナルキャラクター
の『カイゴロン』も登場し、分かりやす
く介護の魅力をお伝えします。ぜひご
覧ください。
■ 放送日時＝毎週月曜日 午後６時55

分～７時（放送時間は３分間）※12
月まで放送予定

■ 放送局＝MRT宮崎放送
■お問い合わせ＝

福祉課 介護高齢者係 ☎52－9062

　「ボランティアを何かやってみたい。
でも、自分に合ったボランティアって
何だろう？」と日ごろ考えている町民
の皆さんに、自分らしいボランティア
活動を見つけてもらうことを目的に

「ボランティアまつり」を開催します。
ボランティアの登録受け付けのほか、

ミニコンサートや創作遊びなどのさま
ざまな催しが行われます。
■ テーマ＝「みまたにひろがれボラン

ティアの輪！」
■ 日時＝10月20日（土）午前10時～午

後３時30分
■ 場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■ 内容＝ボランティア登録受け付け、

歯科検診、国際交流、ミニコンサー
ト、ボランティア広場、出店、炊き出
し、創作遊び、環境コーナー、手話交
流など

【バザー物品提供のお願い】
まつりの中で開催するバザーの物品

を集めています。10月19日（金）まで受
け付けていますので、ご協力をお願い
します。
※ バザーの益金は、福祉事業に役立て

られます。
■  お問い合わせ＝
　町社会福祉協議会 ☎52－1246

町社会福祉協議会では、共に助け合
いながら手を取り合って50年を過ごし
てきたご夫婦を祝福し、これからも健

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

小・中学生の医療費助
成を10月から拡充
します

学校名 実施日・場所

梶 山 小 学 校
宮 村 小 学 校
長 田 小 学 校

10月11日（木）
町健康管理センター

（受付：午後1時30分　
〜 1時50分）

三 股 小 学 校
10月17日（水）
三股小学校体育館

（受付：午後1時30分　
〜 1時50分）

勝 岡 小 学 校
10月22日（月）
勝岡小学校体育館

（受付：午後1時30分　
〜 1時50分）

三 股 西 小 学 校
10月25日（木）
三股西小学校体育館

（受付：午後1時35分　
〜 1時50分）

愛のご寄付

平 成31年「三股町成
人式」を開催します

５回 匠のこころin
都城～工芸ハンド
メイドフェア～」
を開催します

｢第

介護の魅力を発信す
るテレビ番組を放
送しています

22回みまたボラン
ティアまつり」を開
催します

｢第

合 同金婚式を開催し
ます

平成30年度「文教み
またフェスティバ
ル」を開催します

心 身障害者福祉手当
の交付申請を受け
付けます

新 入学予定児童の健
康診断を行います

竹之下芙
ふ

美
み

子
こ

夫 忠雄 84 東植木 2万円
大 村 健 一 母 信子 94 上米 3万円
間世田成

なる

男
お

父 重
しげ

則
のり

98 蓼池 2万円
平 川 武

たけ

文
ふみ

母 シヅ子 90 梶山 3万円
大 村 昭

しょう

一
いち

妻 フサ子 81 上米 3万円
大久保明

あき

博
ひろ

母 ハル 96 梶山 3万円

在 京三股会を開催し
ます
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●赤ちゃん健診・相談

■期日＝11月１日（木）
■受付時間＝午後１時～１時30分
■対象者＝

・健診＝平成29年10月、平成30年４月・８月生まれ
・相談＝平成29年12月、平成30年２月・６月生まれ

■ 準備するもの＝母子健康手帳、タオル３枚程度（おっ
ぱい相談希望者のみ）

※ 子どもの月齢に応じて医師の診察を行います。おっぱ
い相談や栄養相談も実施しますので、ぜひご利用くだ
さい。

●３歳児健診
■期日＝10月18日（木）
■受付時間＝午後1時～ 1時30分
■対象者＝

平成27年３月１日～平成27年４月30日生まれの児童
■準備するもの＝母子健康手帳、質問票２枚、検尿
※ 当日は歯科と内科の診察があります。心理相談、こと

ばの相談、栄養相談も実施しますので、ぜひご利用く
ださい。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101
●子育て支援センターに遊びに来ませんか？

子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」
の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護者
です（保護者同伴が原則）。月～木曜の午前９時～正午まで
と、午後１時～３時を開放しています。また開放日に合わせ
て、毎月楽しい行事や教室を行っています。詳しくは、町社
会福祉協議会の公式サイトでもお知らせしております。

子どもと遊べる場所を探している、お友だちをつくりた
いお母さんは、ぜひ親子で遊びに来てください。
●友達つくろう！一緒にあそぼう！

子育てサークル「いもん子クラブ」と触れ合いましょう。
■期日＝10月18日（木）　
■時間＝午前10時30分～ 11時

●親子ふれあいコンサート
笑顔を運ぶ音楽団「小さな音楽会」の、生の歌と演奏で

楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝10月23日（火）　
■時間＝午前10時～ 11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●ふわふわ布絵本
ボランティアグループ「ふわふわ布絵本の会」の手作り

の作品を使ったおはなし会です。
■期日＝10月30日（火）　
■時間＝午前10時45分～ 11時15分

●おはなしかい
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■期日＝11月１日（木）
■時間＝午前10時30分～ 11時　

●誕生会（10・11月生まれのお友だち）

■期日＝11月６日（火）
■時間＝午前10時～ 11時
■内容＝誕生日のお友だちをみんなでお祝いしましょう。

●親子教室（親子ヨガ）
簡単なポーズなどを紹介します。ヨガを親子で気軽に楽

しみましょう。参加したい人は申し込みをしてください。
■期日＝11月12日（月）　
■時間＝午前10時30分開始
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■ 講師＝本部　暢子先生（プラーナ・ヨーガ研究会ヨガ

療法士）
■主催＝宮日母子福祉事業団
■申込先＝子育て支援センター☎52－8101
■準備するもの＝バスタオル

●ウルトラマン教室
子育ての悩み、発達の不安などを気軽に話してみません

か。「小さな集団遊び」と「ひかり園の先生を交えてお母さ
んの座談会」を行います。申し込みは不要です。

■期日＝11月14日（水）
■時間＝午前10時～ 11時30分
■講師＝ひかり園の先生
■ 場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室と町

子育て支援センター
●英語であそぼう

外国語指導助手の先生と一緒に、親子で英語に慣れ親し
みながら楽しい時間を過ごしましょう。

■期日＝毎週水曜日
■時間＝午後１時30分～２時30分
■講師＝ライト・デレック先生、リプリー・カラリー先生

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ☎51－5688

当センターは、ご近所で助け合う子育てを組織化したも
のです。”依頼者は信頼・安心して預け、提供者は大切にか
わいがって預かってくれる”そんな、お互いにとって優しさ
や喜びが響き合うことを大切にしながら活動しています。

・子育てを手助けしてほしい人→おねがい（依頼）会員
・子育てを援助したい人→まかせて（提供）会員

育児を頑張り過ぎてませんか？地域の人に甘えてみま
せんか？一人で悩まず、気軽に相談してください。急な用
事に備えて、念のため登録している人もたくさんいます。

＜現在行っている援助活動＞
用事やリフレッシュをしたいときの預かり、習い事・幼

稚園や保育園・児童館への送迎など
●利用料金（町が１人目のみ１時間200円を助成）

※助成後の料金を表記しています。
■登録、お問い合わせ＝

ファミリー・サポート・センターたんぽぽ☎51－5688
（町総合福祉センター「元気の杜」子育て支援センター）

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●がん検診について

がんは、日本では昭和56年から死因の第１位で、年間約
37万人以上が亡くなっています。がんによる死亡者数を減
少させるためには、がん検診を受診し、早期発見・治療を
行うことが重要です。対象者には５月下旬に「がん検診の
ご案内」（はがき）をお送りしています。
＜集団検診＞

・肺がん検診（レントゲン検査）、大腸がん検診
（６月～ 11月の期間で、特定健診と同じ日に実施）
※ 以前、集団健診受診の辞退の連絡をした人には受診票

を送っていません。受診を再び希望する場合は、町健
康管理センターにご連絡ください。

～次の集団健診は予約が必要です～
・子宮がん検診（子宮頚部の細胞診検査）

11月６日(火)・７日(水)
・乳がん検診（マンモグラフィと超音波検査）

平成31年２月５日（火）・６日(水)
※10月23日（火）・24日（水）は定員に達しました。
問診票は予約を受けてから郵送します。受診希望者は、
町健康管理センターへ電話でお申し込みください。

＜個別検診＞
胃がん、子宮がん、乳がん検診が受診できます。
■受診期間=平成31年２月28日（木）まで
■ 実施医療機関=がん検診一覧表が町役場１階受付、町

健康管理センターに置いてあります。町の公式サイト
でも確認できます。

※医療機関に予約をしてから受診してください。
●10月は臓器移植普及推進月間です

現在、全国で約１万3,000人が臓器移植を待ちながら、日
本臓器移植ネットワークに登録しています。「臓器提供す
る」、「臓器提供しない」は、どちらも大切な意思表示です。

また、その意思はいつでも変えることができます。まず
は、健康保険証の裏などに意思表示をして、ご家族や大切
な人に、自分の意思を伝えましょう。
●10月は骨髄バンク推進月間です

骨髄移植とは、病気などの理由で正常な造血が行われな
くなった場合に、健康な人（ドナー）から採取した骨髄液で、
病気を根本的に治す方法です。県では、骨髄提供希望者の
ドナー登録を推進しています。骨髄バンクについての理解
を深め、ドナー登録への協力をお願いします。

■登録できる場所＝都城保健所
時間：毎週火曜日９時～ 11時 ※要予約

■お問い合わせ＝
都城保健所☎23－4504

地域包括支援センターからのお知らせ
●三股町地域包括支援センター　☎52－8634
●脳はつらつ倶楽部開催の知らせ

スクエアステップで体を動かしながら認知機能低下を予
防しよう！スクエアステップとは、横に４個、縦に10個の
正方形が描かれたマットの上を、さまざまなステップを踏

みながら歩くことで脳と体を使い、認知機能の低下を予防
するエクササイズです。

■日時＝10月10日（水）午後１時半開始
※全10回開催。詳しくはお問い合わせください。
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■対象者＝町内在住で65歳以上の人
■講師＝鹿屋体育大学 中垣内　真樹　教授
※ 簡単な実技を予定していますので、動きやすい服装と

靴、飲み物などを持参して参加してください。
●緊急通報システムを貸し出します

在宅生活において、緊急事態に対する不安解消のために
緊急通報システムを貸し出します。

■ 対象者＝①65歳以上の一人暮らしで、慢性疾患などで
日常生活上注意が必要な状態の人 ②高齢者のみの世
帯で、どちらかが寝たきり、または認知症の状態にあ
り、他方が慢性疾患などで日常生活に注意が必要な状
態にある人。

■利用者負担＝無料
※介護認定を受けている人も利用できます。
※利用希望者は町地域包括支援センターにご相談ください。
●足もと元気教室

■日程＝10月15日～ 11月14日までの分

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

【お詫び】先月号で、１地区の期日を9月12日と掲載しておりました
が、正しくは9月21日でした。お詫び申し上げます。
■�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※10月1日～ 14日の日程は『広報みまた』先月号をご参照ください。

利用時間 １時間当たりの利用料
月〜金曜（祝日を除く）　
午前７時〜午後７時

子ども１人目のみ ……… 400円
兄弟利用２人目から …… 300円

月〜金曜の早朝、夜間と
土曜・日曜・祝日

子ども１人目のみ ………600円
兄弟利用２人目から ……400円

地区名 時　間 場　所 期　日

1地区 午前9時30分～ 11時 第1地区分館
10月19日（金）

11月２日（金）

2地区 午後1時30分～ 3時 2地区交流プラザ 11月１日（木）

3地区 午後1時30分～ 3時 第3地区分館 11月８日（木）

4地区 午前9時30分〜 11時 第4地区分館 10月17日（水）

5地区 午後1時30分〜 3時 轟木集落センター 10月18日（木）

蓼　池 午前9時30分〜 11時 蓼池児童館
10月18日（木）

11月１日（木）

花見原 午前9時30分〜 11時 花見原コミュニティセンター 11月７日（水）

餅　原 午前9時30分〜 11時 餅原営農研修館 10月15日（月）

三　原 午後1時30分〜 3時 三原地区コミュニティセンター 10月17日（水）

中　原 午前9時30分〜 11時 中原コミュニティセンター
10月24日（水）

11月14日（水）

今　市 午前9時30分〜 11時 今市児童館 11月５日（月）

下　新 午前9時30分〜 11時 第7地区分館 11月９日（金）

8地区 午前9時30分〜 11時 第8地区分館 10月26日（金）

9地区 午後1時30分〜 3時 第9地区分館
10月24日（水）

11月14日（水）
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※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
平成30年10月１日（月）～11月10日（土）

みまたくらしのカレンダー

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第９位／平成30年８月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

43
歳
　
自
営
業

「
奪
っ
て
し
ま
っ
た
幸
せ
」
②

被
害
者
は
、亡
く
な
る
前
に
、ご
家
族
に
伝
え

た
か
っ
た
こ
と
、話
し
て
お
き
た
か
っ
た
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
の
こ
と

を
一
言
も
発
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、突
然
、理
不

尽
な
形
で
ご
家
族
を
残
し
、逝
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
想
像
を
絶
す
る

無
念
な
思
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
表

現
で
き
な
い
ほ
ど
の
苦
し
み
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。本
当
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ご
家
族
も
、突
然
最
愛
の
人
を
理
不
尽
な
形

で
失
う
と
い
う
こ
と
は
測
り
し
れ
な
い
悲
し
み

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。も
し
も
逆
の
立
場
で

あ
っ
た
な
ら
、私
は
許
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。も
し
か
し
た
ら
、死
ん
で
詫
び
て
欲

し
い
と
さ
え
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
一
年
六
カ
月
の
実
刑
判
決
を
受
け
、こ

こ
市
原
刑
務
所
で
受
刑
生
活
を
務
め
て
お
り

ま
す
。ご
遺
族
と
の
示
談
交
渉
は
、入
所
後
す

ぐ
に
成
立
し
ま
し
た
。い
ず
れ
受
刑
生
活
を
終

え
、社
会
復
帰
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、私
の
犯
し
た
罪
は
決
し
て
消
え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、そ
の
と
き
か
ら
本
当

の
意
味
で
の
償
い
、そ
し
て
贖
い
の
日
々
の
始

ま
り
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

被
害
者
や
、
ご
遺
族
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、

出
所
後
、の
う
の
う
と
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
は
、決
し
て
許
さ
れ
た
こ
と
で
は

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ど
う
や
っ
て
謝
罪

し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
と
、今
も
自
問
自
答
の

日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、一
つ
だ
け
確
実
に
言
い
切
れ
る
こ
と

は
、許
し
て
も
ら
お
う
な
ど
と
い
う
見
返
り
は

決
し
て
求
め
ず
、た
だ
ひ
た
す
ら
正
直
に
純
粋

に
、偽
り
の
な
い
気
持
ち
で
謝
り
続
け
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。そ
の
こ
と
だ
け
は
絶
対
に

続
け
て
い
く
と
断
言
し
ま
す
。

最
後
に
、こ
の
手
記
を
読
ん
で
く
れ
て
い
る

人
に
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
は
、私
が
言
う
の
も
お
か
し
な
こ
と
で
す
が
、

平
凡
に
暮
ら
し
て
い
る
、平
凡
に
暮
ら
し
て
い

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
本
当
に
感
謝
す
る

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。平
凡
な
暮
ら
し
と

い
う
も
の
が
、ど
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い
こ
と
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
、私
は
平
凡
な
暮
ら
し
を

失
っ
て
は
じ
め
て
、痛
感
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、ど
う
か
平
凡
に
暮
ら
せ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

23 火 ◦可燃物
24 水
25 木 ◦不燃物
26 金 ◦可燃物
27 土

28 日

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎藤元総合病院（内） ☎22-1717（早鈴町）

◎いづみ内科医院（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎石井皮膚科医院（皮） ☎23-4588（蔵原町）

◎いそいち産婦人科医院（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

29 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
30 火 ◦可燃物
31 水

１ 木
２ 金 ◦可燃物

3 土

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎鵜木循環器内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎瀬ノ口内科放射線科医院（内） ☎25-7780（都原町）

◎都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） ☎80-4313（下川東）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎西元眼科医院（眼） ☎25-8888（中原町）

◦図書館休館日

4 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎有川呼吸器内科医院（呼・内）☎24-6677（上川東）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎安藤胃腸科外科医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎飯田整形外科クリニック（整） ☎46-5115（上　町）

◎武田産婦人科医院（産・婦）☎22-0336（蔵原町）

5 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
６ 火 ◦可燃物
７ 水
８ 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
９ 金 ◦可燃物
10 土 ◦図書館休館日

１ 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
2 火 ◦可燃物
3 水

4 木

5 金 ◦可燃物
6 土

７ 日

◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）

◎松山医院（内・呼吸・リウ） ☎24-1046（上川東）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎酒井皮膚科医院（皮） ☎25-5322（北原町）

◎すみ産婦人科医院（産・婦）☎23-1152（東　町）

８ 月

◎早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） ☎36-6117（早水町）

◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）

◎山下医院（内・呼） ☎52-1348（三股町）

◎都北鮫島クリニック（胃・内・外） ☎38-6060（都北町）

◎速見泌尿器科医院（泌）☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
９ 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
10 水

11 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
12 金 ◦可燃物
13 土

14 日

◎政所医院（小・内） ☎58-2171（高城町）

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎たかお浜田医院（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎なかむら整形外科クリニック（整） ☎36-5333（江平町）

◎中山産婦人科医院（産・婦）☎23-8815（前田町）

15 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
16 火 ◦可燃物
17 水 ◦図書館休館日
18 木 ◦缶・瓶
19 金 ◦可燃物
20 土

21 日

◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）

◎坂田医院（内・消・胃） ☎51-2003（三股町）

◎ＭＫクリニック（脳） ☎51-6777（早鈴町）

◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）

◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

22 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日

◎10月の予定

（
全
２
回
）

◎ 今月の表紙

『心からのエール』

三股中学校体育大会
9月10日に開催された同中学校体育

大会での１コマ。赤・白・青の各団は、
互いの健闘を祈ってエールを交換し合
い、全力で競技をする仲間に声援を送
りました。団長が指揮を執り、団員たち
は学年の壁を越えて肩を組み、声を枯
らして応援をします。その姿からは、一
瞬一瞬に全力を注ぐ若い情熱が伝わっ
てきました。

◎11月の予定

10月31日（水）は納期限です
●町県民税（第3期）
●国民健康保険税（第4期）

口座振替は10月25日（木）です。やむを得ず口座振替できな
かったときは、11月12日（月）に再振替を行います。引き落と
しの前日までに預貯金口座の残高確認をお願いします。

なお、再振替でも引き落としされなかった場合は、納付書
で納めることになります。

証明書の申請には身分証明が必要です
課税証明、納税証明、固定資産評価証明などが必要な場合

は、運転免許証などの身分証明書をお持ちのうえ、申請をし
てください。本人以外が申請する場合は、委任状が必要です。
ただし、町内同一世帯家族（親族）の場合は、窓口に来た人の
申出書提出で申請できます。
■問い合わせ＝納税管理係　☎52－9635

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事故、

病気や失業など、やむを得ない特別な事情があって納期内に
納められないときは、印かんをご持参の上、早めにご相談く
ださい。年度を繰り越す滞納とならないように、各種納税相
談を受け付けます。
■問い合わせ＝特別収納対策係　☎52－9634

家屋を取り壊したときは連絡をください
家屋を取り壊した人、または年内に取り壊す予定の人は、

ご連絡ください。専用住宅を取り壊すと、住宅用地の特例が
無くなり、土地の固定資産税額が以前より高くなる場合もあ
りますので、取り壊す前に資産税係にご確認ください。家屋
は、平成30年中に取り壊した場合、平成31年度から固定資産
税は課税されません。
■問い合わせ＝資産税係　☎52－9636

 都城市クリーンセンターは10月に長期間
の定期整備を行います。
　都城市クリーンセンターは、10月に長期間の定期
整備を行うため、ごみの焼却を通常どおり行うことが
できません。そのため、ごみを出すときは、次の事項
についてご協力をお願いします。
① ごみの分別をしっかり行い、燃やせるごみの排出を

なるべく少なくしてください。
 ② すぐに出さなくてもよいごみは、11月以降に出し

てください。
※ 生ごみなど臭いのある物、早急な処理が必要な物な

どは、通常通り出していただいて構いません。
■お問い合わせ＝
　都城市クリーンセンター　☎45－6677
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長
田
小
学
校
の
全
校
児
童
41
人
が
、
授
業

の
一
環
と
し
て
育
て
た
お
い
し
い
お
米「
長

田
小
米
」
を
、
今
月
の『
み
ま
た
ん
駅
前
よ

か
も
ん
朝
市
』
で
販
売
し
ま
す
。長
田
小
学

校
が
取
り
組
ん
で
い
る「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
の
中
で
、
６
月
の
田
植
え
～
10
月
の

収
穫
ま
で
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

全
校
児
童
で
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
田
植
え

で
、
生
産
者
の
大
変
さ
も
学
び
な
が
ら
、
稲

の
観
察
・
食
べ
も
の
の
大
切
さ
・
食
べ
も
の

へ
の
関
心
が
よ
り
深
ま
り
、
食
育
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。一
昨
年
か
ら
朝
市
で
の
販

売
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
で
３
回
目
と
な
り

ま
す
。児
童
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
元
気
な
声

が
、
毎
回
朝
市
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま

す
。子
ど
も
た
ち
が
懸
命
に
育
て
た
こ
の
お

長
田
か
ら
、
お
い
し
い
お
知
ら
せ
！

■
茶
じ
ょ
け

９
月
10
日
、
今
月
号
の
表
紙

写
真
を
撮
影
す
る
た
め
、
三

股
中
学
校
の
体
育
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
自
分
の
母
校
を

卒
業
し
て
か
ら
ほ
ぼ
四
半
世

紀
、
久
し
ぶ
り
に
生
徒
た
ち

の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
間
近

で
感
じ
ま
し
た
。
雨
に
よ
る
順

延
で
、
平
日
の
開
催
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
勢
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
囲

を
埋
め
尽
く
し
、
熱
心
に
声
援

を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
72
回

の
歴
史
を
刻
む
体
育
大
会
、
そ

れ
は
ま
ち
の
発
展
と
と
も
に

並
走
し
て
き
た
歴
史
で
も
あ

り
ま
す
。
男
子
百
㍍
で
は
、
藤ふ

じ

野の

陽は
る

大と

（
３
年
生
）
さ
ん
が
12

◦男／11,757人◦女／13,626人◦計／25,383人（前月比53人）
◦世帯数／10,189戸（＋21戸）◦出生／21人◦死亡／25人
◦転入／121人◦転出／64人

三股町の人口 平成30年９月１日現在
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秒
3
で
大
会
タ
イ
記
録
。
一
方

で
長
期
間
、
更
新
さ
れ
て
い

な
い
記
録
も
あ
り
ま
す
。
昭

和
61
年
の
女
子
２
百
㍍
で
猿さ

る

渡わ
た
り

雅ま
さ

美み

（
当
時
2
年
生
）
さ
ん

が
、
27
秒
7
を
記
録
し
、
30
年

以
上
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
来
年

は
、
新
元
号
の

も
と
で
大
会

が
行
わ
れ
ま

す
が
、
平
成
の

間
、
破
ら
れ
な

か
っ
た
記
録

を
更
新
す
る

生
徒
の
出
現

を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま

す
。〈
セ
〉 　

小

牧

照

子

弓
づ
く
り
の
切
れ
端
活
か
し
た
楊
枝
入
れ
市
松
模
様
の
く
っ
き
り
と
映
え

ひ
と
り
暮
ら
し
の
事
件
多
し
と
駐
在
さ
ん
カ
ギ
の
大
事
を
わ
れ
に
言
い
行
く

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
三
股
町
の
弓
師
・
小
倉
紫
峯（
お
ぐ
ら
し
ほ
う
）
さ
ん
の
父
上
、
小
倉

力
さ
ん
が
作
っ
た
楊
枝
入
れ
を
、
三
十
余
年
前
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

箱
根
の
寄
木
細
工
を
し
の
ぐ
緻
密
な
出
来
栄
え
で
、
逸
品
で
す
。

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
に
一
人
暮
ら
し
の
事
件
が
目
に
つ
き
ま
す
。「
カ
ギ

は
必
ず
掛
け
る
よ
う
に
」
と
言
う
、
巡
回
中
の
駐
在
さ
ん
の
暖
か
い
笑

顔
に「
は
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

236

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
114

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
求
め
ら
れ
る
理
想
の
音
を
追
求
し
て

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

http://mimatan.com

永

橋

時

子

★

★

古ふ
る

澤さ
わ

琉る

衣い

く
ん

永な
が

田た

莉り

緒お

菜な

ち
ゃ
ん

◎
平
成
27
年
12
月
9
日
生
ま
れ（
2
歳
）

◎
古
澤
正
志
さ
ん
・
香
純
さ
ん
の
長
男

◎
平
成
26
年
11
月
26
日
生
ま
れ（
3
歳
）

◎
永
田
一
成
さ
ん
・
淳
子
さ
ん
の
長
女

第
72
回

西
植
木
在
住 

山や
ま

内う
ち

勝か
つ

彦ひ
こ（

59
）さ
ん

■
期
日
＝
10
月
28
日（
日
）
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

と
っ
て
も
優
し
く
て
甘
え
ん
坊
な
わ
が
家
の

王
子
様
☆
こ
れ
か
ら
も
優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん

で
い
て
ね
♪

い
つ
も
元
気
で
妹
思
い
の
や
さ
し
い
お
姉

ち
ゃ
ん
。
妹
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
面
倒
見
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

い
っ
ぱ
い
や
さ
し
い
女
の
子
に
育
っ
て
ね
。

米
は
と
て
も
人
気
で
、
す
ぐ
に
完
売
し
て
し

ま
い
ま
す
。数
量
限
定
販
売
の
長
田
小
米
を
、

ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。販
売
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
町
物
産
館「
よ
か
も
ん
や
」

店
頭
な
ど
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。生
産
か
ら
販
売
と
い
う
貴
重
な
体

験
を
行
う
子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑

顔
を
見
に
、
朝
市
へ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

長田小米
１袋（３kg）1,200円（販売予定価格）

（生産者・長田小学校）

技
術
を
探
求
し
続
け
る
ピ
ア
ノ
調
律
師

「
演
奏
者
に
求
め
ら
れ
る
音
を
追

求
し
、
気
持
ち
よ
く
弾
い
て

も
ら
い
た
い
」
と
語
る
の
は
、
町
内
で
唯

一
の
ピ
ア
ノ
調
律
師
、
山
内
勝
彦
さ
ん
。

公
共
ホ
ー
ル
、
学
校
や
個
人
か
ら
依
頼
を

受
け
、
毎
日
の
よ
う
に
九
州
各
地
を
駆
け

回
る
。高
校
時
代
は
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、

音
楽
の
奥
深
さ
に
触
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
調
律
師
養
成
の
専
門
学
校
へ
進
学
。

楽
器
店
で
経
験
を
積
み
、
念
願
だ
っ
た
独

立
に
踏
み
切
っ
た
。苦
労
を
重
ね
な
が
ら
、

丹
精
込
め
て
調
律
の
仕
事
と
向
き
合
っ
て

い
く
う
ち
に「
ピ
ア
ノ
の
音
が
劇
的
に
変

わ
っ
た
」「
山
内
さ
ん
に
頼
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
徐
々
に
増
え
、
遠
く
は

福
岡
県
か
ら
も
依
頼
が
く
る
よ
う
に
。演

奏
者
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
培
わ
れ
た
経

験
を
生
か
し
て
、
難
関
と
い
わ
れ
る
調
律

の
技
能
検
定
１
級
に
今
年
合
格
。演
奏
す

る
人
の
心
の
成
長
を
願
い
、
長
く
愛
さ
れ

る
ピ
ア
ノ
へ
の
理
想
を
ず
っ
と
追
い
求
め

続
け
て
い
る
。

会社名はグローミュージック。「音楽（MUSIC）は心の成
長（GROW）・人を育てる」との思いが込められている。

Trick�or�Treat ？
ハロウィンを
みんなで一緒に
楽しもうぞ！
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◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


